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筋症病巣の平滑筋細胞では、非筋ミオシン IIB の発現と、 TGF-s とその受容体タンパクの発現が認、めら
れた。正常子宮や、内側筋層に限局する腺筋症ではこれら非筋ミオシン IB や TGF-s とその受容体タン
パクの明らかな発現は認められなかった。 TGF-s シグナリング経路の情報伝達タンパクで、は、
Smad3/rn2 比は外側筋層の腺筋症で有意に上昇していることが認められた。
結論として、まず正常子宮の平滑筋は内外で、異なる分化度を示すことが分かった。内側筋層は分化
度の低い筋線維芽細胞に近い性質を持つ平滑筋細胞で構成されていた。対して外側筋層は高度に分化
した平滑筋細胞で、構成されていることが分かった。子宮内外に局在する腺筋症で、異なる線維化過程を示
すタンパク染色が認、められた。本研究から、分化度の異なる子宮平滑筋細胞をそれぞれの発生母地として、
子宮腺筋症はその局在部位により異なる線維化過程をとる可能性が考えられた。
